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究に参加した．対象者に対し，被害妄想を Brief Psychiatric Rating Scale (BPRS)，Paranoia Check List 
(PCL)，顕在自己評価を Rosenberg 自己評価尺度 (RSES)，潜在自己評価を IAT の簡易版である Brief 
IAT (BIAT)，自責傾向を Brief COPE，抑うつをMontgomery Åsberg Depression Rating Scale (MADRS)
を用いて評価した．データは SPSS 22.0で解析，p < 0.05 を統計学的有意とした．BPRS の結果に基
づき，被害妄想群（n = 35），非被害妄想群(n = 36)の 2群に対象者を分類し，顕在-潜在自己評価の
差を各々t検定したが，両者に有意差を認めなかった．次に，対象者を Brief COPE の結果で，自責
群，他責群へと下位分類，4群に分類した．顕在-潜在自己評価のデータを z スコア化した上で，各
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